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二
〇
二
二
年
十
一
月
十
二
日

（
土
）、
碧
鈴
祭
期
間
中
に
三
年

ぶ
り
の
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
窓

会
会
報
発
行
時
点
で
、
通
常
開

催
か
ど
う
か
が
検
討
中
だ
っ
た

た
め
会
報
で
の
ご
案
内
が
で
き

ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
み
の
ご
案
内

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
当

日
は
卒
業
生
と
ご
家
族
、
大
学

教
職
員
の
皆
さ
ん
合
計
五
十
名

に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
毎
年
恒
例
の

ビ
ン
ゴ
大
会
、
参
加

者
全
員
参
加
イ
ベ
ン

ト
の
ワ
ナ
ゲ
大
会
を

設
け
ま
し
た
。

当
日
来
場
さ
れ
た

方
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
別
途
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
の
お
元
気
な
お

姿
を
拝
見
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

心
が
和
む
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
同
窓
会
事
務
局
）

2022年度卒業生ホームカミングパーティ開催報告2022年度卒業生ホームカミングパーティ開催報告

森
安
　
龍
一
さ
ん

●�

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？
大
学
に
来
た
感

想
は
い
か
が
で
す
か
？

久
し
ぶ
り
で
懐
か
し
い
で
す
。

●�

学
生
時
代
の
ゼ
ミ
ま
た
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
思
い

出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

山
下
ゼ
ミ
で
し
た
。
よ
く
土
日
も
大
学
に
来
て

い
ま
し
た
。

●�

同
級
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

元
気
に
し
て
い
ま
す
か
？

鈴
木
　
絵
巳
さ
ん

●�

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？
大
学
に
来
た
感

想
は
い
か
が
で
す
か
？

な
つ
か
し
く
て
、
大
学
生
活
を
思
い
出
し
ま
す
。

●�

学
生
時
代
の
ゼ
ミ
ま
た
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
思
い

出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

森
反
ゼ
ミ
で
し
た
。

●�

同
級
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

鈴
木
マ
リ
ア
さ
ん

●�

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？
大
学
に
来
た
感

想
は
い
か
が
で
す
か
？

久
し
ぶ
り
に
大
学
に
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
先

生
た
ち
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

●�

学
生
時
代
の
ゼ
ミ
ま
た
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
思
い

出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

武
藤
先
生
。
み
ん
な
で
勉
強
を
頑
張
っ
た
こ
と
。

●�

同
級
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
大
変
で
す
が
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

中
舍
　
幸
司
さ
ん

●�

大
学
祭
は
久
し
ぶ
り
で
す
か
？
大
学
に
来
た
感

想
は
い
か
が
で
す
か
？

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

●�

学
生
時
代
の
ゼ
ミ
ま
た
は
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
思
い

出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

授
業
楽
し
か
っ
た
で
す
。

●�

同
級
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
祭
面
白
い
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

2023年度の大学祭は、初の白子キャンパスでの開催となります。初の
会場ですが、11月11日（土）の10:30～15:00（時間変更可能性あり）
に、同窓会ブースを開設させていただく予定です。
今回より、大学祭内イベントに参加を予定される皆様に気軽にお立ち
寄りいただきやすいよう、ブース開設時間を変更いたしました。
同窓会ブースでは、本会報内にある引換券を持参された方に、記念品
をお渡しさせていただくほか、卒業生皆様に「謎解きゲーム～同窓会か
らの挑戦状～」の冊子を配布し、クリアされた方全員にプレゼントをご
用意させていただきます。
謎解きゲームは、2022年度に実施したところ、「思いのほか難しかっ
た」「結構楽しめた！」など好評？感想！をいただきました。
なお今回より、会場と感染対策の関係上、軽食やワナゲ・ビンゴ大会
はございませんので何卒ご了承願います。
大学祭にご参加の皆様は、引換券をご用意の上、お気軽に同窓会ブー
スにご来場ください。スタッフ一同、皆様の母校へのお帰りをお待ちし
ています。� （同窓会事務局）

 ２０２３年度碧鈴祭  同窓会ブース開設のお知らせ

同 窓 生 交 歓同 窓 生 交 歓医
療
福
祉
学
科
に
お
い
て
十
八
年
間
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
教
育
に
力
を
注
が
れ
た
松
原
新

教
授
が
退
官
さ
れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
生
は
1
期
生
～

16
期
生
で
九
十
人
と
な
り
、
世
代
を
越
え
て
先
生

へ
感
謝
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
遠
方
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
ゼ
ミ
生
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
松
原
先
生
は
常
々
私
達
に
、

「
誠
実
に
生
き
な
さ
い
」「
素
敵
な
人
に
な
り
な

さ
い
」
と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ゼ
ミ
生
同
士
の
縦
の
繋
が
り
を
大
切
に
さ
れ
ま
し

た
。
不
器
用
な
私
達
は
社
会
に
揉
ま
れ
、
辛
い
と

き
も
あ
り
ま
す
が
、
大
学
に
お
い
て
の
先
生
と
の

時
間
や
、
ゼ
ミ
の
先
輩
・
後
輩
の
繋
が
り
が
心
の

支
え
と
な
っ
て
、
今
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
改
め
て
、
松
原
先
生
や
松
原
ゼ
ミ
の

皆
さ
ん
に
出
会
え
た
大
学
生
活
は
本
当
に
幸
せ

だ
っ
た
と
実
感
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も

松
原
先
生
か
ら
い
た

だ
い
た
教
え
を
胸
に

刻
み
、
ゼ
ミ
生
同
士

で
支
え
合
い
な
が
ら

生
き
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
当
に

長
い
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。

�

山
下　

千
晶

�

（
旧
姓
：
冨
田
）

同
窓
会
名
：

　

医
療
福
祉
学
科
医
療
福
祉
学
専
攻

　

松
原
新
ゼ
ミ
1
～
16
期
生
同
窓
会

開
催
日
・
会
場
・
出
席
人
数
：

　

二
〇
二
三
年
四
月
十
五
日
（
土
）

　

カ
フ
ェ
ナ
フ
ブ
ラ
ン
（
三
十
八
人
）

二
〇
二
二
年
度
碧
鈴
祭
に
参
加
さ
れ
て
い
た

皆
様
に
近
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
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■ 

米
本
麻
由
佳�

（
理
事
・
7
期
卒
業
生
）

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
二
月
十
八
日

（
土
）
に
白
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
第
三
回

卒
後
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
三
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た

が
、
1
期
生
〜
15
期
生
ま
で
の
卒
業
生
が

五
十
六
名
、
在
学
生
二
名
、
計
五
十
八
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
昨
年
度
に
退
職
さ
れ
た
松

原
新
教
授
よ
り
「
た
が
い
の
弱
さ
を
愛
お

し
む
真
の
強
さ
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
原
教
授
の
幼

少
期
か
ら
現
在
ま
で
の
話
を
聞
き
、
支
え

合
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
原
点
に
か
え
る
想
い
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
」、「
人
の
弱
さ
や
孤
独
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
っ
た
」、「
自
分
の
現
状
や
こ
れ
か

ら
の
こ
と
を
苦
し
く
て
も
逃
げ
ず
に
悩
ん

で
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
前
向
き
な
気
持

ち
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
卒
業
生

や
在
学
生
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
仕

事
の
内
容
か
ら
休
日
の
過
ご
し
方
な
ど
幅

広
い
意
見
交
換
が

な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら

は
「
世
代
の
違
う

卒
業
生
と
意
見
交

換
が
で
き
て
面
白

か
っ
た
」、「
同
じ
職

種
の
方
と
お
話
で

き
て
楽
し
か
っ
た
。

仕
事
の
相
談
や
転

職
情
報
の
交
換
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
先
輩
方
と
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
自
分
で
は
作
れ
な
い
の
で
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
に
な
っ
た
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
卒
後
研
修
会
に
お
い
て
、
人
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
、
た
く

さ
ん
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
あ

る
こ
と
を
再
度
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
研
修
会
で
そ
の
繋
が
り
が
増

え
た
か
と
思
い
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り
を

大
事
に
し
、
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

全
体
を
通
し
て
、「
ま
た
こ
の
よ
う
な
機

会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」
と
い
う
意
見
を

多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
定
期

的
に
開
催
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の

際
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
※
数
字
…
卒
業
期
1
～
16
期
生
）

会
長
：
縣
希
輔
①　

副
会
長
：
兵
倉
香
織

（
旧
姓
：
丹
羽
）
②　

事
務
局
長
：
山
下
千

晶
（
旧
姓
：
冨
田
）
①　

会
計
：
福
田
佳

奈
③　

役
員
：
伊
藤
達
也
①
、
市
川
真
也

②
、
澤
孝
行
④
、
勝
田
貴
之
⑤
、
森
本
早

起
⑤
、
市
川
真
希
（
旧
姓
：
福
吉
）
⑥
、

山
際
千
晴
⑦
、
米
本
麻
由
佳
⑦
、
伊
藤
有

希
⑧
、
前
納
一
輝
⑧
、
沖
本
成
未
⑨
、
戸

坂
勇
希
⑪
、
松
山
祐
奈
⑫
、
長
谷
川
美
紀

（
旧
姓
：
熊
谷
）
⑬
、
米
本
安
那
⑭
、
鎌
倉

隆
成
⑮
、
鳥
居
春
花
⑯

二
〇
二
三
年
度
役
員
紹
介

第
三
回
卒
後
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

第 3 回卒後研修会集合写真

令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）
に
鍼

灸
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
一
～
三
年
生
の
在
校
生

を
対
象
と
し
、
卒
業
生
キ
ャ
リ
ア
講
演
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
今
回
は
本
学
科
10
期
生

の
宮
本
悠
帆
さ
ん
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

宮
本
さ
ん
は
、
本
学
科
卒
業
後
に
愛
知

県
の
鍼
灸
治
療
院
に
就
職
し
、
美
容
鍼
灸

等
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
令
和
元

年
に
地
元
三
重
県
で
女
性
専
用
の
鍼
灸
サ

ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
講
演
で
の
お
話
は
、
①
本
学
科
に
入

学
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
、
②
大
学

生
時
代
に
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た
の

か
、
い
ま
振
り
返
っ
て
み
る
と
何
を
し
て
お

け
ば
良
か
っ
た
か
、
③
開
業
に
至
る
ま
で

の
経
緯
や
こ
だ
わ
り
、
④
鍼
灸
サ
ロ
ン
で

の
コ
ン
セ
プ
ト
・
や
り
が
い
に
つ
い
て
学
生

に
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
鍼
灸
サ
ロ

ン
の
内
観
や
患
者
様
へ
の
配
慮
が
伝
わ
る

動
画
や
施
術
風
景
に
加
え
、
患
者
様
の
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
等
の
写
真
も
紹
介
し
て

頂
き
、
学
生
達
が
興
味
津
々
で
集
中
し
て

受
講
し
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
積
極
的
に
行
動
し
に
く
い

現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
達
が
前
向

き
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

た
講
演
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鍼灸サイエンス学科
同窓会からのお知らせ

支 部 報 告

令和4年度卒業生キャリア講演

医
療
福
祉
学
科

医
療
福
祉
学
専
攻
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告
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令
和
四
年
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）、
第

九
回
薬
学
部
同
窓
会
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
第
一
部

の
総
会
で
は
、
令
和
三
年
度
の
事
業
報
告
や

会
計
報
告
に
加
え
、
3
期
生
幹
事
と
し
て
久

保
田
実
仙
、
9
期
生
幹
事
と
し
て
海
老
岡
志

穂
、
河
口
京
加
、
後
藤
郁
弥
、
前
田
菜
々
子
、

山
田
拓
磨
の
計
六
名
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
会
計
に
は
幹
事
で
あ
る
中
川
直

也
が
着
任
致
し
ま
し
た
。
第
二
部
の
第
14
回

生
涯
研
修
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、

犬
飼
達
也
先

生
（
1
期
生
）

よ
り
、
真
菌

症
に
対
す
る

新
規
治
療
法

の
開
発
に
向

け
た
基
礎
的

な
研
究
内
容

に
つ
い
て
ご

講
演
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
、

鈴
木
啓
太
先

生（
4
期
生
）

よ
り
病
棟
業

務
や
透
析
室

担
当
薬
剤

師
と
し
て
携

わ
っ
た
症
例

や
学
会
発
表

内
容
に
つ
い

て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し

た
。
第
三
部

の
交
流
会
で

は
小
グ
ル
ー

プ
で
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
は
薬
学
部

同
窓
会
の
設
立
か
ら
十
年
目
の
節
目
を
迎
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
年
次
同
窓
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
な
く
、
現
地
開
催
で
の
活
発
な
会

と
な
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

■ 

鍋
谷
　
　
和
（
1
期
生
）

私
は
二
〇
一
四
年
薬
学
部
卒
第
1
期
生

の
鍋
谷
和
で
す
。
昨
年
の
同
窓
会
に
は
同

令
和
四
年
度
活
動
報
告

講演１ 鈴木先生

講演２ 犬飼先生

日　　　時

令和 5 年 11 月 26 日（日）
14 時 00 分～ 17 時 00 分

内　　　容
総会、生涯研修セミナー、交流会

会　　　場
鈴鹿医療科学大学白子キャンパス内（1 号館 7 階、食堂）

参　加　費 　3,000 円

申 込 方 法
登録フォーム（QR コード）より申込。
もしくは、各学年幹事へ申込連絡し
て下さい。
https://forms.gle/uuRCofJ6UofA2a2J9

問い合わせ先
鈴鹿医療科学大学薬学部同窓会
運営委員会
Email: sums.pharmacy.obog@gmail.com

第１０回 薬学部同窓会開催のお知らせ

【薬学部同窓会役員】

1 期生幹事：雨皿 千鶴代、河井 亜希、鍋谷 和
2 期生幹事：�浮氣 良太、内田 亮太、星野 美帆（旧姓 : 近藤）、堀内 成未（旧姓 : 島）、土方 崚
3 期生幹事：近藤 健太、瀧下 裕、河井 栄作（旧姓 : 赤塚）、久保田 実仙（旧姓 : 中嶋）
4 期生幹事：�各務 有里、白上 茜、鈴木 啓太、沖 活也、宮崎 翔平　　　5 期生幹事：太田 有亮、村田 実里（旧姓 : 櫻谷）
6 期生幹事：那須 隆斗　　　7 期生幹事：�田畑 実来、中川 有惟、中川 直也、伴 勇介、前川 幸恵
8 期生幹事：�伊藤 翼、小笠原 暁海、安東 遥、	 仙石 歩夢
9 期生幹事：�海老岡 志穂、河口 京加、後藤 郁弥、前田菜々子、山田 拓磨
理　事：雨皿 千鶴代、鍋谷 和、土方 崚、櫻谷 実里　　　会　計：宮崎 翔平、那須 隆斗、中川 直也
副会長：大出 真衣（旧姓 : 竜瀬）、五藤 健児　　　　　　 会　長：藤戸 淳夫

薬
学
部
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告

第
九
回
薬
学
部
同
窓
会

参
加
者
の
声

第 10 回薬学部
同窓会登録フォーム
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■ 

杉
本
　
夏
菜
（
27
期
生
）

私
は
管
理
栄
養
学
専
攻
を
卒
業
後
、
本

学
大
学
院
の
医
療
科
学
研
究
科 

修
士
課

程
に
進
学
し
二
年
間
の
修
士
課
程
を
経

て
、
現
在
は
本
学
の
医
療
科
学
研
究
科 

博

士
後
期
課
程
に
進
学
し
日
々
研
究
に
励
ん

で
い
ま
す
。

大
学
院
で
は
、
食
中
毒
で
最
も
重
要
な

病
原
体
で
あ
る
ア
ニ
サ
キ
ス
を
対
象
と
し

て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ア
ニ
サ

キ
ス
に
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

を
世
界
で
初
め
て
見
つ
け
て
、
母
校
と
私
の

名
前
を
併
せ
てSuzukana rhabdo-like 

virus

と
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
登
録
し
ま

し
た
。
現
在
は
そ
の
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
情

報
や
構
造
、
ア
ニ
サ
キ
ス
の
病
原
性
へ
の
影

響
な
ど
を
解
析
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
を

行
う
中
で
、
私
は
今
ま
で
誰
も
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
面
白
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
々
の
研
究
活
動
で
は
、
失
敗
や

困
難
が
多
く
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
そ

れ
で
も
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
失
敗

や
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
問
題
解
決

能
力
が
身
に
付
き
、
自
己
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
本
学
大
学
院
で
は
、

様
々
な
職
種
の
大
学
院
生
が
同
じ
研
究
科

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
分
野

の
研
究
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
知
識
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
新
し
い
視

点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、

私
が
研
究
を
行
う
中
で
の
新
し
い
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

研
究
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
自
身
の
目
標

に
向
か
っ
て
日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
学
院
で
は
よ
り
高
度
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本

学
大
学
院
で
は
、
勤
務
し
な
が
ら
で
も
学

び
や
す
い
よ
う
に
、
柔
軟
な
授
業
の
組
み

方
が
提
供
さ
れ
て
い
る
た
め
、
仕
事
と
学

業
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
専
門
知
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
己
成

長
と
キ
ャ
リ
ア
の
向
上
を
目
指
す
た
め
に
、

ぜ
ひ
大
学
院
へ
の
道
を
選
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に
医
療
科
学
研

究
科  

医
療
栄
養
分
野
で
研
究
が
で
き
る

こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

窓
会
役
員
と
し
て
参
加
し
、
卒
業
生
の
講

演
お
よ
び
近
況
報
告
に
て
様
々
な
職
種
の

卒
業
生
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身

の
知
見
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
私
は
主
に
医
薬
品
の
開
発
支
援
を

行
う
、
シ
ミ
ッ
ク
株
式
会
社
に
勤
め
て
お

り
、
臨
床
開
発
モ
ニ
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
と

し
て
新
薬
の
開
発
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

日
々
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す

が
、
担
当
し
て
い
た
薬
剤
が
承
認
さ
れ
、

薬
剤
師
の
友
人
等
か
ら
患
者
さ
ん
へ
の
治

療
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
生
の
声
を
聞
い

た
と
き
、
大
き
な
達
成
感
・
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
病
院
・
薬
局
薬
剤
師
と

は
異
な
る
職
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者

さ
ん
へ
一
日
も
早
く
良
い
薬
が
届
け
ら
れ

る
よ
う
、
よ
り
一
層
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

交流会

医
療
栄
養
学
科
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告医
療
栄
養
学
科
管
理
栄
養
学
専
攻
を
卒
業
し
た

Ｏ
Ｇ
の
活
躍
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
!!

大
学
院
（
医
療
科
学
研
究
科 

医
療
栄
養
分
野
）
で
は
大
学

院
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
‼
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三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

診
療
放
射
線
技
師
長

�

山
田
　
　
剛
さ
ん
（
1
期
生
）

1
期
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
し
ょ
う

か
？
卒
業
し
た
の
が
つ
い
先
日
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
二
十
八
年
目
に
突
入
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
卒
業
後
よ
り
三
重
大
学
医
学
部
附

属
病
院
で
お
世
話
に
な
り
、
臨
床
は
も
ち

ろ
ん
、
臨
床
以
外
で
も
技
師
会
や
各
種
研

究
会
、
認
定
機
構
で
の
活
動
等
を
通
じ
て

多
く
の
方
々
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
経
験
の
多
く
は
大
学
で
の
皆
様
と
の

学
び
が
あ
っ
た
か
ら
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
現
在
、
管
理
職
と
な
り
改
め
て
感
じ

る
の
は
、
鈴
鹿
医
療
の
卒
業
生
は
非
常
に

優
秀
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
証

拠
に
当
院
で
は
診
療
放
射
線
技
師
の
半
数

近
く
が
鈴
鹿
医
療
卒
業
生
と
い
う
構
成
で

す
。
大
学
病
院
と
し
て
最
先
端
の
医
療
を

提
供
す
べ
く
、
今
月
に
は
最
先
端
の
Ｃ
Ｔ

装
置
も
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
装
置
の
導
入
か
ら
立
ち
上
げ
、
そ
し

て
日
々
の
運
用
を
行
な
っ
て
く
れ
る
方
も

鈴
鹿
医
療
の
卒
業
生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

鈴
鹿
医
療
の
卒
業
生
と
し
て
医
療
に
貢
献

で
き
る
様
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
医
療
法
人
明
陽
会 

成
田
記
念
病
院

放
射
線
部 

診
療
放
射
線
技
師
統
括
部
長

�

山
本
　
和
也
さ
ん
（
1
期
生
）

「
出
会
い
」

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
成
田
記
念
病

院
の
山
本
和
也
と
申
し
ま
す
。
在
学
中

は
、
勉
強
が
苦
手
だ
っ
た
私
が
病
院
に
診

療
放
射
線
技
師
と
し
て
入
職
し
て
二
十
八

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
三
十
五
歳
の
時
に

技
師
長
を
拝
命
し
、
病
院
移
転
や
陽
子
線

治
療
セ
ン
タ
ー
開
院
で
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
職
時
に
は
十

名
だ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
現
在
は
三
十
二
名

に
な
り
、
信
頼
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

成
長
で
き
る
環
境
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
人
が
好
き
で
、「
出
会
い
」
を

大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。
出
会
う
人
の
ご

縁
で
、
人
生
は
大
き
く
変
わ
り
、
新
し
い

道
が
開
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

管
理
職
に
な
っ
て
か
ら
も
、
多
く
の
挫

折
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
一
人
で

出
来
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
仲
間
の

協
力
な
し
で
は
成
し
遂
げ
れ
な
い
こ
と
も

沢
山
あ
っ
た
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
「
人
生
は
一
度
き

り
」、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
も
必
要

で
す
が
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
失
敗

を
恐
れ
ず
思
い
き
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

人
生
を
楽
し
ん
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
だ
よ
り

放
射
線
技
術
科
学
科
同
窓
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

支 部 報 告
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和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

中
央
放
射
線
部

�

栗
山
　
翔
太
さ
ん
（
13
期
生
）

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院 

中

央
放
射
線
部
の
栗
山
翔
太
と
申
し
ま
す
。

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
を
二
〇
〇
七
年
に
卒

業
し
、
同
年
四
月
よ
り
入
職
し
、
は
や

十
七
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
ア
ン
ギ
オ
や

Ｃ
Ｔ
、
一
般
撮
影
、
放
射
線
治
療
と
多
く

の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
担
当
し
勤
務
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
私
含
め
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

の
卒
業
生
五
名
が
診
療
放
射
線
技
師
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
、
毎
年
十
一
月
頃
に
な

る
と
碧
鈴
祭
の
話
題
に
な
り
母
校
が
懐
か

し
く
感
じ
ま
す
。
結
婚
を
経
て
二
人
の
子

供
に
恵
ま
れ
、
長
男
が
誕
生
し
た
際
に
は
、

ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
男
性
の
育
児
休

業
を
六
ヶ
月
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
経
験
し
ま
し
た
。
母
親
た
ち
の

忍
耐
力
の
強
さ
に
は
頭
が
上
が
ら
な
い
ほ

ど
の
苦
労
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
傍
ら
で
、
二
〇
一
九
年
よ
り
和
歌
山

県
放
射
線
技
師
会
の
理
事
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
、
多
く
の
同
士
と
出
会
い
、
施
設

間
の
悩
み
や
す
ば
ら
し
い
一
面
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
改
め
て
職
能
団
体
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年

度
よ
り
和
歌
山
県
放
射
線
技
師
会
の
副
会

長
に
任
命
さ
れ
、
様
々
な
会
議
等
を
通
じ

て
、
診
療
放
射
線
技
師
の
現
状
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
始
ま
る
「
医
師

の
働
き
方
改
革
」
に
よ
り
、
診
療
放
射
線

技
師
の
み
な
ら
ず
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
取
り
巻

く
状
況
は
さ
ら
に
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
ま

す
。
放
射
線
照
射
が
で
き
る
唯
一
の
独
占

業
務
で
あ
る
診
療
放
射
線
技
師
の
一
員
と

し
て
、
常
に
安
全
で
安
心
で
き
る
質
の
高

い
医
療
を
提
供
で
き
、
信
頼
さ
れ
る
職
業

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

診
療
放
射
線
技
師
法
改
正
に
よ
る
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
七
三
号
研
修
（
告
示
研

修
）
が
引
き
続
き
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も
三
重
県
の
告
示
研
修
は
本

学
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
多
く
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
、
母
校

会
場
で
の
研
修
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
実
技
研
修
は
放
射
線
技
術
科
学
科
の

実
習
室
を
使
用
し
て
お
り
、
会
場
に
入
る

と
懐
か
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
方
が
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
告
示
研
修
は
診
療
放
射
線
技

師
と
し
て
の
義
務
研
修
の
た
め
、
卒
業
生

の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
受
講
さ
れ
る
機

会
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
後

二
回
、
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
良
け
れ

ば
母
校
で
研
修
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
写
真
は
本
学
で
受
講
さ
れ
た
卒
業
生
の

皆
さ
ん
で
す
）

今
年
も
本
学
を
会
場
と
し
て

「
診
療
放
射
線
技
師
法
改
正

に
よ
る
告
示
研
修
」
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
！

［ Facebook ］［ Instagram ］

放射線技術科学科放射線技術科学科    SNS紹介SNS紹介

放射線技術科学科では本年度5月にInsta-
gramが開設され、現在学科SNSはFacebook
とInstagramを運用しております。SNSでは、
学内行事やボランティア活動、その他身近にあっ
たことなどを掲載しています。現学生の頑張って
いる姿や卒業生の方たちの姿もたくさん掲載して
います。放射線技術科学科は現学生のみだけで
はなく卒業生の皆様ともずっと繋がり続けていき
たいと考えており、一人でも多くの方々にSNS

の登録をしていただいて閲覧していただければう
れしいと考えています。今後もたくさん掲載しま
すので学科SNSもよろしくお願いします。
� 放射線技術科学科 准教授　
� 中舍　幸司（11期生）
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八
月
五
日
（
金
）
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
作
業
療
法
学
専
攻
に
お
い
て
、
三
年
次
臨
床
実

習
に
向
け
た
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
一
九
七
五
年

に
英
国
のR.H

arden

ら
に
よ
り
提
唱
さ
れ
、
医
師

お
よ
び
医
学
生
の
臨
床
能
力
（
臨
床
実
技
）
を
客

観
的
に
評
価
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
評
価
方
法

で
す
。
わ
が
国
で
は
一
九
九
二
年
に
初
め
て
導
入

さ
れ
、
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
作
業
療
法
士
等

の
医
療
職
の
教
育
に
も
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
は
、
採
点
者
お
よ
び
模
擬
患
者
が
配
置

さ
れ
た
試
験
室
を
順
次
、
受
験
生
（
学
生
）
が
試
験

を
受
け
回
る
形
式
で
あ
る
も
の
が
多
く
、
本
専
攻
に

お
い
て
も
教
員
が

模
擬
患
者
役
と
な

り
試
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
試
験
項

目
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
態

度
」、「
関
節
可
動

域
測
定
」、「
筋
力

測
定
」、「
触
覚
検

査
」、「Br-Stage

検
査
」
の
五
項
目

と
し
ま
し
た
。

試
験
日
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
学
生
は
自
主
的
に
練
習
を
実
施

し
た
り
、
教
員
に
質
問
し
た
り
と
熱
心
に
取
り
組

む
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
良
い
緊
張

感
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
知
識
と
技
術
を

遺
憾
無
く
発
揮
し
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
を
通
し
て
臨
床
実

習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
再
認
識
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
学
生
ひ
と
り
ひ
と
り
が
学
内
で

学
ん
だ
こ
と
を
臨
床
実
習
で
活
か
し
、
多
く
の
学

び
を
得
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

四
年
生
が
四
月
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
「
卒
業

課
題
」
の
発
表
会
を
十
二
月
二
十
日
（
火
）
に
開

催
し
ま
し
た
。「
卒
業
課
題
」
は
、
三
年
次
で
の

「
看
護
専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
お
け
る
学
習

成
果
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
中
で
感
じ

た
疑
問
や
臨
地
実
習
で
の
体
験
を
振
り
返
り
、
看

護
に
お
け
る
自
ら
の
研
究
課
題
を
設
定
し
、
論
理

的
に
ま
と
め
、
表
現
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
目
的

で
、
看
護
学
生
と
し
て
の
四
年
間
の
学
び
の
集
大

成
と
な
り
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
ゼ
ミ
単
位
で
の
発
表
会
と
な
り
日

時
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
が
、
今
年
は
四
年
生
全
員

が
同
日
に
五
つ
の
講
義
室
を
使
用
し
て
、
学
会
形

式
で
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
例
研
究
や
文

献
研
究
の
成
果
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
七

分
間
に
ま
と
め
発
表
し
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
発
表
会
に

三
年
生
も
参
加
し

ま
し
た
。
三
年
生

は
自
分
の
興
味
・

関
心
の
あ
る
看
護

学
や
テ
ー
マ
を
選

択
し
て
発
表
会
場

に
行
き
ま
し
た
。

現
在
、
臨
地
実
習

中
の
三
年
生
は
、

先
輩
の
発
表
を
聞

き
、
自
身
の
実
習

で
の
体
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
質
問
し
た
り
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
自
分
た
ち
が

思
っ
て
い
た
以
上
に
色
々
な
テ
ー
マ
が
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
」「
今
ま
で
以
上
に
看
護
に
興
味
が
わ
い

て
き
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
先
輩
・
後
輩
の
交
流
の
機
会
を
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

医
用
情
報
工
学
科
で
は
卒
業
研
究
発
表
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
二
月
二
十
日
（
月
）
に
開
催
し
ま
し

た
。
発
表
会
は
卒
業
研
究
生
二
十
九
名
全
員
が
一

人
十
分
の
説
明
に
五
分
の
質
疑
応
答
で
行
い
ま
し

た
。
研
究
内
容
は
、
最
先
端
の
医
療
福
祉
シ
ス
テ

ム
の
研
究
開
発
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム

開
発
、
災
害
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
現
場
の
医

療
健
康
に
関
す
る
調
査
ま
で
幅
広
く
、
全
員
、
卒

業
研
究
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
卒
業
研
究
の
タ
イ
ト
ル
は
、
本
学
科
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

発
表
会
の
質
疑
応
答
は
、
下
級
生
か
ら
も
素
朴

な
疑
問
や
核
心
を
突
く
よ
う
な
質
問
が
多
数
出
て
、

発
表
者
が
戸
惑
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
活
発

な
意
見
交
換
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
当
日
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
し
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
視
聴
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
秀
発
表
者
の
選
定

は
、
参
加
し
た
全
学
生
と
全
教
員
が
一
位
と
二
位

を
投
票
し
、
投
票
結
果
に
よ
り
決
め
ま
し
た
。

学
科
学
位
授
与
式
で
は
、
学
位
記
の
授
与
の
後
、

卒
業
研
究
の
優
秀
発
表
者
を
表
彰
し
、
学
科
長
を

始
め
、
各
教
員
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
の
た
め
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
授
業
形
態
が
増
え

ま
し
た
が
、
大
学
生
活
最
後
の
挙
手
に
よ
り
、
多

く
の
学
生
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
て
お
り
、
教

員
一
同
は
安
心
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を

活
か
し
、
現
在
進
展
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、

学
位
授
与
式
を
終
え
ま
し
た
。

臨
床
実
習
に
向
け
た
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）
を
実
施

　
　
　
　
保
健
衛
生
学
部

　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

助
教
　
野 
口  
佑 

太

四
年
生
の
「
卒
業
課
題
」
発
表
会
に

三
年
生
も
参
加
し
て

　
　
　
　
看
護
学
部 

看
護
学
科 

学
科
長 
教
授
　
江 

口  

秀 

子

医
用
情
報
工
学
科
の
学
位
授
与
式

で
優
秀
発
表
者
を
表
彰

　
　
　
　
医
用
工
学
部 

医
用
情
報
工
学
科 

学
科
長 

教
授
　
鶴 

岡  

信 

治

Ｓ 

Ｕ 

Ｍ 

Ｓ 

便 

り

Ｓ 

Ｕ 

Ｍ 

Ｓ 

便 

り

卒業研究発表会のプレゼンの例
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二
〇
二
二
年
度
の
救
急
救
命
学
科
の
開
学
科
に

伴
い
二
〇
二
三
年
度
二
年
生
に
初
開
講
中
の
【
救

急
救
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
】
で
は
、
自
宅

で
発
症
し
た
傷
病
者
を
含
む
家
族
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
傷

病
者
は
高
齢
で
難
聴
、
胸
痛
の
訴
え
が
あ
り
、
傷

病
者
も
家
族
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
状
況
下
で
、
家

族
員
は
救
急
救
命
士
に
対
し
て
早
く
病
院
に
運
ん

で
欲
し
い
と
訴
え
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
し
た
。

学
生
間
で
傷
病
者
（
患
者
）
役
・
救
急
救
命
士
役
・

家
族
役
を
分
担
し
、
救
急
救
命
士
と
し
て
傷
病
者

へ
の
対
応
、
家
族
の
一
員
（
傷
病
者
）の
急
な
発
症

を
受
け
止
め
ら
れ
な
い
家
族
員
へ
の
対
応
、
家
族

員
同
士
で
支
え
合
う
、
も
め
る
姿
等
、
現
在
同
時

初
開
講
中
の【
救
急
救
命
家
族
支
援
論
】で
の
学
び

も
生
か
し
つ
つ
、
白
熱
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

と
な
り
ま
し
た
。
他
に
も
救
急
車
内
・
病
院
の
救

命
救
急
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
に
お
け
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
設
定
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

授
業
科
目
は
、
全
国
の
救
急
救
命
士
養
成
課
程
に

お
い
て
は
本
学
の
み
の
開
講
で
あ
り
、
将
来
救
急

救
命
士
と
し
て
、
い
か
な
る
救
急
現
場
で
も
傷
病

者
を
含
む
家
族
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
た
支
援
、
そ
し
て
多
職
種
連
携
に
つ
な
が
る
学

び
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。Instagram

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

上
條
ゼ
ミ
で
は
、
三
月
二
十
二
日
（
水
）、

二
十
二
年
度
の
三
年
生
四
名
、
四
年
生
五
名
、
計

九
名
が
参
加
し
て
「
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
パ
ト

ナ
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
京
都
市
は
国
内
で
も
早

期
に
子
ど
も
支
援
の
事
業
に
取
組
ん
で
お
り
、
パ

ト
ナ
は
平
成
十
五
年
に
「
生
徒
指
導
」
と
「
教
育

相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）」
を
統
合
し
て
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
不
登
校
経
験
者
の
た
め

の
「
洛
風
中
学
校
」（
教
育
特
区
）
も
あ
り
、
セ

ン
タ
ー
内
の
適
応
指
導
教
室
、
京
都
市
生
徒
指
導

課
（
セ
ン
タ
ー
内
）
も
一
体
と
な
る
総
合
的
支
援

拠
点
で
す
。
事
前
に
パ
ト
ナ
の
歴
史
と
共
に
、
国

内
の
不
登
校
や
い
じ
め
、
自
殺
の
状
況
、
支
援
の

実
際
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
心
理
学
を
学
ぶ
者
と

し
て
何
を
考
え
て
、
将
来
に
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

当
日
、
ま
ず
ガ
ラ
ス
張
り
の
大
き
な
建
物
に
圧

倒
さ
れ
、
吹
き
抜
け
の
フ
ロ
ア
を
階
上
へ
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
蜂
須

賀
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
適
応
指
導
教
室
「
ふ
れ
あ
い

の
杜
」
の
高
保
副
館
長
か
ら
、
資
料
を
基
に
ご
講

義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
積
極
的
に
質

問
を
し
て
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
お
聞
き
し
、
実

践
現
場
の
リ
ア
ル
な
状
況
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
見
学
で
は
利
用
者
の
視
線
に
ま
で
配
慮
し

た
設
計
や
、
相
談
室
十
六
室
、
子
ど
も
の
状
態
に

応
じ
た
プ
レ
イ
ル
ー
ム
八
室
、
大
小
の
教
室
、
並

ぶ
教
材
に
再
び
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
興
味
深
く

目
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。
手
づ
く
り
の
教
材
も

多
く
、
子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
う
温
か
い
環
境
に

学
生
自
身
が
癒
さ
れ
た
様
子
も
あ
り
ま
し
た
。
け

れ
ど
も
「
子
ど
も
た
ち
は
ず
っ
と
こ
こ
に
居
た
い

と
は
思
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
進
路
選
択
の
お
話

を
お
聞
き
し
、
厳
し
く
て
も
外
へ
出
て
い
く
と
い

う
、
新
し
い
気
づ
き
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。
先

進
的
環
境
を
肌
で
学
び
、
職
業
選
択
や
就
労
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
活
用
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
混
乱
の
回
復
兆
し
が
見
え
る
中
、
四
月

二
十
八
日
（
金
）
千
代
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
医
療

栄
養
学
科 

臨
床
検
査
学
専
攻 

新
四
年
生
の
臨
床

実
習
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
実
習
受
け
入
れ
施
設
の
技
師
長

や
実
習
責
任
者
の
方
々
を
三
年
ぶ
り
に
ご
招
待
す

る
こ
と
が
で
き
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
参
加
施
設
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
対
面
で
の
実
習
生

に
向
け
た
コ
メ
ン
ト
や
激
励
の
言
葉
は
、
学
生
に

と
っ
て
実
習
集
大
成
と
な
る
発
表
の
場
で
あ
る
と

と
も
に
心
に
響
く
報
告
会
と
な
り
、
対
面
開
催
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

実
習
報
告
で
は
、
聴
講
し
て
い
た
新
三
年
生
か

ら
も
多
く
の
質
問
が
飛
び
出
し
、
一
つ
一
つ
丁
寧

に
質
問
に
対
応
す
る
新
四
年
生
の
姿
を
見
て
い
る

と
、
一
回
り
大
き
く
医
療
人
と
し
て
成
長
し
た
様

子
が
窺
え
、
実
習
準
備
や
手
配
に
奔
走
し
た
教
員

に
と
っ
て
は
気
持
ち
の
良
い
充
実
感
や
達
成
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
報
告
会
で
あ
っ
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
臨
床
検
査
学
専
攻
は
臨
床
検
査
学

科
と
し
て
再
出
発
、
同
時
に
医
師
の
働
き
方
改
革

に
伴
う
法
改
正
に
よ
り
臨
床
検
査
技
師
の
業
務
範

囲
拡
大
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
と
新
た
な

フ
ェ
ー
ズ
に
突
入
し
ま
し
た
。
実
習
期
間
の
延
長

や
実
習
内
容
な
ど
に
も
細
則
が
適
用
さ
れ
、
臨
床

実
習
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
学
科
の
門
出
と
と
も
に
油
断
す
る
事
な
く
、
更

な
る
臨
床
実
習
の
充
実
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
救
急
救
命
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
】

【
救
急
救
命
家
族
支
援
論
】
初
開
講
！

　
　
　
　
保
健
衛
生
学
部 

救
急
救
命
学
科 

准
教
授
　
久
保
田 

千
景

京
都
市
教
育
相
談
総
合
セ
ン
タ
ー

「
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
パ
ト
ナ
」
見
学

　
　
　
　
保
健
衛
生
学
部 

医
療
福
祉
学
科 

助
教
　
上 

條  

史 

絵

二
〇
二
二
年
度
臨
床
実
習
報
告
会

（
臨
床
検
査
学
専
攻
）を
開
催
し
て

　
　
　
　
保
健
衛
生
学
部 

臨
床
検
査
学
科 

准
教
授
　
福 

岡  

恵 

子
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昨年度に引き続き、2023 年 3 月の卒業生対象にアンケートを実施し、下記の 5 設問にお答えいただきました。

本学での全課程を修了し、本学が掲げる 5 つの教育目標が達成できたかを自己評価していただきました。

今回、卒業生 608 人中 581 人（95.6%）の方に回答をいただき、ほとんどの方が教育目標を達成されたことを確

認させていただきました。

アンケートに御協力いただきました卒業生の皆様に感謝いたしますとともに、本学ではこの 5 つの教育目標の達

成度をさらに高めるために一層の教育改革努力を行ってまいります。

2022 年度学修成果に係る自己評価調査の集計結果について

設問
１

 �高度な知識と技能を身につける
ことができた

非常に身に
付いている
54人（9.3%）

かなり身に
付いている
190人（32.7%）

多少身に
付いている
242人（41.7%）

やや身に
付いている
77人（13.3%）

わずかに身に
付いている
15人（2.6%）

全く身に
付いていない
3人（0.5%）

（有効回答数：581人）

設問
４

 �高い倫理観を持つことができた

非常に身に
付いている
99人（17%）

かなり身に
付いている
214人（36.8%）

多少身に
付いている
185人（31.8%）

やや身に
付いている
72人（12.4%）

わずかに身に
付いている
6人（1%）

全く身に
付いていない
5人（0.9%）

（有効回答数：581人）

設問
２

 �幅広い教養を身につけることが
できた

非常に身に
付いている
63人（10.8%）

かなり身に
付いている
172人（29.6%）

多少身に
付いている
238人（41.0%）

やや身に
付いている
91人（15.7%）

わずかに身に
付いている
14人（2.4%）

全く身に
付いていない
3人（0.5%）

（有効回答数：581人）

設問
５

 �チーム医療に貢献する意欲を
もつことができた

非常に身に
付いている
148人（25.6%）

かなり身に
付いている
217人（37.5%）

多少身に
付いている
146人（25.2%）

やや身に
付いている
52人（9%）

わずかに身に
付いている
11人（1.9%）

全く身に
付いていない
5人（0.9%）

（有効回答数：579人）

設問
３

 �思いやりの心を育むことが
できた

非常に身に
付いている
142人（24.4%）

かなり身に
付いている
220人（37.9%）

多少身に
付いている
154人（26.5%）

やや身に
付いている
53人（9.1%）

わずかに身に
付いている
7人（1.2%）

全く身に
付いていない
5人（0.9%）

（有効回答数：581人）

● 対象者数：608人
● 回答者数：581人
● 回 答 率：95.6％

〈
放
射
線
技
術
科
学
科
〉

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

地
方
独
立
行
政
法
人 

桑
名
市

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

松
阪
市
民
病
院

日
本
赤
十
字
社 

伊
勢
赤
十
字

病
院

三
重
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会

医
療
法
人
社
団
プ
ロ
グ
レ
ス 

四
日
市
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー

社
会
医
療
法
人
峰
和
会 

鈴
鹿

回
生
病
院

特
定
医
療
法
人
暲
純
会 

武
内

病
院

医
療
法
人
同
心
会 

遠
山
病
院

み
え
医
療
福
祉
生
活
協
同
組

合 

津
生
協
病
院

医
療
法
人
田
中
病
院 

伊
勢
田

中
病
院

社
会
医
療
法
人
畿
内
会 

岡
波

総
合
病
院

医
療
法
人 

田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
尚
豊
会 

み
た
き
健

診
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
九
愛
会 

中
京
サ
テ

ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
三
重

医
療
法
人
大
木
会 

大
木
歯
科

医
院

公
益
財
団
法
人 

三
重
県
健
康

管
理
事
業
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
白
奉
会 

中
嶋
医
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
東
海
北
陸
グ
ル
ー
プ

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院

名
古
屋
市
立
大
学
病
院

愛
知
医
科
大
学
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
ば
ん
た
ね
病
院

豊
川
市
民
病
院

蒲
郡
市
民
病
院

愛
知
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会 

安
城
厚
生
病
院

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機

能
推
進
機
構 

中
京
病
院

み
な
と
医
療
生
活
協
同
組
合 

協
立
総
合
病
院

公
益
社
団
法
人
日
本
海
員
掖

済
会 

名
古
屋
液
済
会
病
院

社
会
医
療
法
人
名
古
屋
記
念

財
団 

名
古
屋
記
念
病
院

社
会
医
療
法
人
明
陽
会 

成
田

記
念
病
院

医
療
法
人
豊
田
会 

刈
谷
豊
田

総
合
病
院

医
療
法
人
澄
心
会 

豊
橋
ハ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人 

秋
田
病
院

医
療
法
人
愛
生
館 

小
林
記
念

病
院

医
療
法
人
幸
会 

南
陽
病
院

医
療
法
人
蜂
友
会 

は
ち
や
整

形
外
科
病
院

一
般
財
団
法
人
愛
知
健
康
増

進
財
団

医
療
法
人
明
翔
会 

名
古
屋
セ

ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
徳
洲
会 

大
垣
徳
洲

会
病
院

社
会
医
療
法
人
厚
生
会 

中
部

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構 

静
岡
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
回
生
会 

宝
塚
病
院

公
立
大
学
法
人 

奈
良
県
立
医

科
大
学
附
属
病
院

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済

生
会
中
和
病
院

社
会
医
療
法
人
健
生
会 

土
庫

病
院

鳥
取
県
立
厚
生
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構 

大
牟
田
病
院

地
方
独
立
行
政
法
人 

那
覇
市

立
病
院

医
療
法
人
徳
洲
会 

中
部
徳
洲

会
病
院

〈
医
療
栄
養
学
科
医
療
栄
養

学
専
攻
〉

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済

生
会
支
部
三
重
県
済
生
会 

済
生
会
松
阪
総
合
病
院

医
療
法
人
社
団
主
体
会 

小
山

田
記
念
温
泉
病
院

医
療
法
人
鳳
林
会 

榊
原
白
鳳

病
院

松
阪
厚
生
病
院

医
療
法
人
全
心
会 

伊
勢
ひ
か

り
病
院

一
般
財
団
法
人
信
貴
山
病
院

分
院 

上
野
病
院

医
療
法
人
大
木
会 

大
木
歯
科

医
院

医
療
法
人
勢
風
会 

津
み
な
み

ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
医
王
寺
会 

い
お
う

じ
応
急
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｍ
Ｇ
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
甲
状

腺
ク
リ
ニ
ッ
ク

社
会
福
祉
法
人 

憩

社
会
福
祉
法
人 

ほ
ほ
え
み
福

祉
会

社
会
福
祉
法
人 

富
田
浜
福
祉
会

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
（
配
属
未
定
）

社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事

業
団

医
療
法
人
社
団
優
智
会 

か
わ

せ
歯
科
医
院

医
療
法
人
徳
洲
会 

宇
治
徳
洲

会
病
院

日
清
医
療
食
品
株
式
会
社 

北

東
北
支
店

株
式
会
社
ハ
ー
ト
フ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル

日
清
医
療
食
品 

東
京
・
関
東

Ｔ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

株
式
会
社
日
本
保
育
サ
ー
ビ
ス

Genky Drugstores

株
式
会
社

株
式
会
社
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ

日
清
医
療
食
品
株
式
会
社 

名

古
屋
支
店

株
式
会
社
フ
ィ
ー
ル
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
港
屋
珈
琲

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ン
ク

三
重
北
農
業
協
同
組
合

シ
ミ
ズ
薬
品
株
式
会
社

ナ
フ
ス
株
式
会
社

サ
ラ
ヤ
株
式
会
社

（
進 

学
）

東
京
衛
生
学
園
専
門
学
校

〈
医
療
栄
養
学
科
臨
床
検
査

学
専
攻
〉

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
七
栗
記
念
病
院

医
療
法
人
社
団
主
体
会 

小
山

田
記
念
温
泉
病
院

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機

能
推
進
機
構 

四
日
市
羽
津

医
療
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人 

富
田
浜
病
院

医
療
法
人
社
団
大
和
会 

日
下
病
院

医
療
法
人
誠
仁
会 

塩
川
病
院

医
療
法
人
思
源
会 

第
二
岩
崎

病
院

み
え
医
療
福
祉
生
活
協
同
組

合 

津
生
協
病
院

医
療
法
人 

永
井
病
院

医
療
法
人
全
心
会 

伊
勢
ひ
か

り
病
院

医
療
法
人
瑞
頌
会 

尾
張
温
泉

か
に
え
病
院

医
療
法
人
珪
山
会 

鵜
飼
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

医
療
法
人
香
徳
会 

メ
イ
ト
ウ

ホ
ス
ピ
タ
ル

医
療
法
人
宏
友
会 

竹
内
整
形

外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
法
人
財
団
利
定
会 

大
久

野
病
院

伊
南
行
政
組
合 

昭
和
伊
南
総

合
病
院

社
会
福
祉
法
人
花
ノ
木 

花
ノ

木
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
療
法
人
共
和
会 

小
倉
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（
進 

学
）

社
団
医
療
法
人
畿
内
会 

岡
波

看
護
専
門
学
校

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

作
業
療
法
学
専
攻
〉

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興

協
会 

三
重
県
立
志
摩
病
院

市
立
伊
勢
総
合
病
院

国
民
健
康
保
険 

志
摩
市
民
病
院

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

三
重
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会

医
療
法
人
尚
徳
会 

ヨ
ナ
ハ
丘

の
上
病
院

医
療
法
人
社
団
主
体
会 

小
山

田
記
念
温
泉
病
院

医
療
法
人
博
仁
会 

村
瀬
病
院

医
療
法
人
思
源
会 

第
二
岩
崎

病
院

南
勢
病
院

医
療
法
人
全
心
会 

伊
勢
ひ
か

り
病
院

社
会
医
療
法
人
畿
内
会 

岡
波

総
合
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
病
院

愛
知
県
済
生
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院

社
会
医
療
法
人
杏
嶺
会 

一
宮

西
病
院

医
療
法
人
珪
山
会 

鵜
飼
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

社
会
医
療
法
人
蘇
西
厚
生
会 

松
波
総
合
病
院

医
療
法
人
社
団
Ｋ
Ｎ
Ｉ 

北
原

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

三
重
県
職
員

〈
医
療
福
祉
学
科
医
療
福
祉

学
専
攻
〉

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
七
栗
記
念
病
院

松
阪
市
民
病
院

三
重
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会

二
〇
二
二
年
度

二
〇
二
二
年
度

卒
業
生
就
職
・
進
学
先
一
覧

卒
業
生
就
職
・
進
学
先
一
覧
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����
���� 大学からのお知らせ

▲  強化指定クラブ「女子バスケットボール部」の発足について

▲  中国 石家荘医学高等専門学校の来訪と国際交流協定の締結について

令和5年4月より、本学で初めて強化指定クラブとなる
「女子バスケットボール部」を発足しました。
これは、本学に強化クラブを設け、勉学とスポーツを両
立させる教育によって、心身ともに健全な人材の育成を目
的に、医療・福祉の総合大学である本学の特徴を活かした
学内連携（医療・栄養・スポーツトレーナー・鍼灸・リハビ
リ）や、加盟協会・関連諸機関等との学外・地域連携を推進
する中で、一貫した技術指導を通してチーム力強化を図り、
近い将来、本学女子バスケットボール部が強豪校として活
躍し認知されることを目標に、新しくスタートさせました。
監督には、高校女子バスケットボール界でご活躍された
横山利幸氏を招聘し強化に取り組んでいます。横山氏は、
三重県バスケットボール協会役員を長年歴任する傍ら、ご
自身が指導するチームをインターハイ11回・ウィンター

カップ15回の出場に導き、インターハイでは全国3位入賞
を成し遂げられました。
本学在学生の皆さんはもとより、本学に入学し、女子バ
スケットボール部での活動とともに、将来広く社会の発展
に貢献する医療人を目指す高校生の皆さんへも、入学や入
試・学びに関することや、大学・クラブ見学（説明会）等
の機会を設けていきますので、興味・関心のある方は、是
非ご参加ください。
なお、女子バスケットボール部の強化指定は東海地区の
医療系大学で初、三重県の高等教育機関でも初めての取り
組みになります。
どうか多くの方のご参加・応援等よろしくお願い申し上
げます。

本年7月10日（月）～7月14日（金）にかけて、中国河北
省所在の石家荘医学高等専門学校（Shijiazhuang Medical 
College（以下SMC））より、国際交流の一環として同校国
際教育学院院長の魏海青教授を団長とする10名（教職員3
名・学生7名）の研修訪問団を歓迎しました。
1887年創立のSMCは、臨床医学部、看護学部、歯学部、
薬学部、伝統中国医学部、医療技術部の6つの学部で約2
万人の全日制学生が学ぶ3年制の私立医療系高等教育機関
です。本学との類似点が多いことや同校出身者が既に本

学で教員として活躍中であ
ることもあいまって、SMC
は本学を同校卒業生の将来
の留学先として希望検討中
の経緯からこの度の来訪と
なったものです。
5日間の滞在中のご一行

が、本学髙木理事長/豊田
学長宛表敬訪問・歓送迎
会・諸学科授業参観と実習
参加・病院および関連医療
施設見学・日本文化体験
（茶道・華道・日本食等）・
交流協定締結協議と署名
式・中国駐名古屋総領事館を交えた三者オンライン挨拶交
換会等を含む極めて密度の濃い有意義なスケジュールをこ
なされたことにより、両校にとってコロナ禍後初となった
この度の対面国際交流が実りあるものとなりました。
とりわけこの度の交流成果の象徴と言えるのが、本学に
て署名式の挙行に至った両校間の国際交流協定締結でし
た。これを機に、今後期待される両校間の友好・交流関係
の発展が、お互いの機関における教育・研究の国際性向上
に寄与することを願っています。

高大連携協定の締結について
新たに3つの高等学校と高大連携協定を結び、計9校となりました。大学は教員の出張講義や生徒を招いた模擬実習などの
連携を強化し、医療・福祉・健康分野への理解を深めてもらう取り組みを進めます。より強固な信頼関係を築き緊密に情報を
交換することで、生徒一人一人の夢の実現の支援へとつなげていきます。

◆海星中学校・高等学校　　◆セントヨゼフ女子学園高等学校・中学校　　◆皇學館高等学校
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新
和
会 

八
千
代
病
院

医
療
法
人
徳
洲
会 

野
崎
徳
洲

会
病
院

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
株
式
会
社

Ｕ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
ソ
ラ
ス
ト

総
合
警
備
保
障
株
式
会
社

ALSOK

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
ツ
リ
ー
ベ
ル

東
海
ソ
フ
ト
株
式
会
社

日
本
電
子
計
算
株
式
会
社

株
式
会
社
テ
ク
ノ
ア
ス
カ

株
式
会
社
中
勢
ゴ
ム

三
重
執
鬼
株
式
会
社

株
式
会
社
ア
イ
・
シ
ー
・
エ
ス

株
式
会
社
松
阪
電
子
計
算
機

セ
ン
タ
ー

三
重
金
属
工
業
株
式
会
社

三
重
交
通
株
式
会
社

百
五
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
株

式
会
社

株
式
会
社
三
重
県
農
協
情
報

セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
Ｚ
Ｔ
Ｖ

富
士
フ
イ
ル
ム
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ（
鈴
鹿
事
業
所
）

株
式
会
社
ア
イ
・
シ
ー
・
エ
ス

株
式
会
社
ナ
ル
ッ
ク
ス

（
進 

学
）

Hawthorn M
elbourne

〈
薬
学
科
〉

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
七
栗
記
念
病
院

地
方
独
立
行
政
法
人 

三
重
県

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

松
阪
市
民
病
院

三
重
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会

医
療
法
人
社
団
主
体
会

医
療
法
人
尚
徳
会 

み
た
き
総

合
病
院

学
校
法
人
藤
田
学
園 

藤
田
医

科
大
学
ば
ん
た
ね
病
院

豊
川
市
民
病
院

社
会
医
療
法
人
名
古
屋
記
念

財
団 

名
古
屋
記
念
病
院

社
会
医
療
法
人
宏
潤
会 

大
同

病
院

社
会
医
療
法
人
大
雄
会

社
会
医
療
法
人
明
陽
会 

成
田

記
念
病
院

医
療
法
人
共
生
会 

み
ど
り
の

風
南
知
多
病
院

医
療
法
人
徳
洲
会 

大
垣
徳
洲

会
病
院

医
療
法
人
社
団
カ
ワ
ム
ラ
ヤ
ス

オ
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
サ
エ
テ
ィ 

河
村
病
院

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振

興
協
会 

伊
豆
今
井
浜
病
院

医
療
法
人
弘
遠
会 

す
ず
か
け

セ
ン
ト
ラ
ル
病
院

医
療
法
人
社
団
明
徳
会 

十
全

記
念
病
院

兵
庫
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
な
の
花
薬
局
）

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社

ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社

フ
ァ
ー
マ
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
三
祐
産
業（
稲
垣
薬
局
）

株
式
会
社
南
山
堂

株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
ト
エ
ス
・
デ
ィ
ー

株
式
会
社
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン

ヘ
ル
ス
ケ
ア

株
式
会
社
杏
林
堂
薬
局

株
式
会
社
ク
ス
リ
の
ア
オ
キ

株
式
会
社
ス
ギ
薬
局

有
限
会
社
ポ
ポ
ス
（
ア
イ
ル
調

剤
薬
局
）

株
式
会
社
ト
ー
カ
イ
薬
局

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
・
メ
デ
ィ

カ
ル

株
式
会
社
ス
ギ
ヤ
マ
薬
品

ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

ズ
株
式
会
社

株
式
会
社
ユ
タ
カ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

中
部
薬
品
株
式
会
社

た
ん
ぽ
ぽ
薬
局
株
式
会
社

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ン
ク

一
般
社
団
法
人
松
阪
地
区
薬
剤

師
会 

会
営
セ
ン
タ
ー
薬
局

一
般
社
団
法
人
フ
ァ
ル
マ
ネ
ッ

ト
み
え

株
式
会
社
メ
デ
ィ
カ
ル
一
光
グ

ル
ー
プ

株
式
会
社
は
ね
調
剤
薬
局

ペ
ン
ギ
ン
薬
局

株
式
会
社
ハ
ー
ト
・
フ
ジ
シ
ョ
ウ

有
限
会
社
プ
ラ
イ
ム
（
エ
ン
ゼ

ル
薬
局
）

（
進 

学
）

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
大
学
院

〈
看
護
学
科
〉

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構 

三
重
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー

三
重
大
学
医
学
部
附
属
病
院

地
方
独
立
行
政
法
人 

三
重
県

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

三
重
県
立
子
ど
も
心
身
発
達

医
療
セ
ン
タ
ー

地
方
独
立
行
政
法
人 

桑
名
市

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

松
阪
市
民
病
院

市
立
伊
勢
総
合
病
院

日
本
赤
十
字
社 

伊
勢
赤
十
字

病
院

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済

生
会
支
部
三
重
県
済
生
会 

済
生
会
松
阪
総
合
病
院

三
重
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会

社
会
医
療
法
人
峰
和
会 

鈴
鹿

回
生
病
院

医
療
法
人
博
仁
会 

村
瀬
病
院

医
療
法
人
同
心
会 

遠
山
病
院

名
古
屋
市
立
大
学
病
院

愛
知
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

豊
橋
市
民
病
院

小
牧
市
民
病
院

半
田
市
立
半
田
病
院

愛
知
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会 

海
南
病
院

愛
知
県
厚
生
農
業
協
同
組
合

連
合
会 

豊
田
厚
生
病
院

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社 

ト

ヨ
タ
記
念
病
院

社
会
医
療
法
人
名
古
屋
記
念

財
団 

名
古
屋
記
念
病
院

地
方
独
立
行
政
法
人
静
岡
県

立
病
院
機
構 

静
岡
県
立
こ

ど
も
病
院

社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会 

川
崎
幸
病
院

日
本
赤
十
字
社 

和
歌
山
医
療

セ
ン
タ
ー

三
重
県
職
員

三
重
県
警
察

菰
野
町
職
員

大
台
町
職
員

大
和
郡
山
市
職
員

医療科学研究科医療科学専攻修士課程・博士後期課程
薬学研究科医療薬学専攻博士課程（4 年制）
本学大学院には毎年15名ほど社会人の方が入学されています。勤務しながら就学できるよう、授業や
研究指導の配慮を行っています。2018年4月より、公認心理師・臨床心理士の受験資格に対応した公認
心理師・臨床心理士資格取得コース、2020年4月からは、臨床検査技師を対象とした、細胞検査士資格
取得コースも開設しました。
本学卒業生は検定料（35,000円）および入学金（200,000円）を免除しています。大学院で学び、皆様
方のキャリアアップにつなげていただければと思います。

2024 年度大学院入試日程（医療科学研究科・薬学研究科）
期別 出 願 期 間 試　験　日 合 格 発 表

1期 2023年 8月 25日（金） ～ 9 月   1 日（金） 2023年 9月 23日（土）
【今年度は終了しました】 2023年 10月 10日（火）

2期 2024年 2月   2 日（金） ～ 2 月   9 日（金） 2024年 3月 2日（土） 2024年 3月 15日（金）

※医療科学研究科は社会人特別選抜入試があります。
※�薬学研究科の社会人特別選抜入試はありません。薬剤師資格を取得している事が出願条件となります。
※�詳細につきましては、本学ホームページ及び大学院学生募集要項をご覧ください。

おかげさまで本学は創立31年を迎えました。これまでに10,000名を超える卒業生が全国各地の医療機
関・福祉施設等で活躍し、OB・OGによって結ばれたネットワークは後輩の就職活動の大きな味方になっ
てくれています。近年は、同窓生のご子弟が本学に入学される機会も増えてきました。医療･福祉分野
への進学を希望するご家族、お知り合いの方がいらっしゃいましたら、医療現場で活躍する先輩として、
鈴鹿医療科学大学をよく知る先輩として、ぜひとも本学をご推薦ください。
学部入試の詳細は本学ホームページ受験生応援サイトでご確認ください。大学案内・入試ガイド等資
料のご請求も受付けています（無料）。

入学課入学課からのからの

        お知らせ        お知らせ

大学院について
鈴鹿医療科学大学　大学院課
TEL：059-340-0334（直通）
学部入試について
鈴鹿医療科学大学　入学課
TEL：059-383-9591（直通）
E-mail：nyushi@suzuka-u.ac.jp

受験生
応援サイト

お
問
い
合
わ
せ

大学院入試について

学部入試について
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同
窓
会
で
は
、
平
成
三
十
年
度
よ
り
本
学
の
発

展
充
実
に
寄
与
す
る
た
め
、
卒
後
生
涯
教
育
事
業

の
一
環
と
し
て
本
学
卒
業
生
の
皆
様
の
各
種
活
動

や
業
績
に
対
し
表
彰
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、「
親
子
二
代
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度

は
、
同
窓
会
が
親
子
二
代
（
直
系
の
親
・
子
の
２

世
代
）
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈

り
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、「
功
労
表
彰
制
度
」
で

す
。
こ
れ
は
卒
業
生
が
大
学
の
一
員
で
あ
る
意
識

と
一
体
感
を
醸
成
し
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
励

み
と
な
る
よ
う
、
社
会
に
貢
献
し
、
顕
著
な
業
績

を
あ
げ
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
通
し
て
、
同
窓
会
か
ら
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

同
窓
生
や
在
学
生
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、

大
学
の
発
展
や
卒
業
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
知
り
合
い
に
該
当
す
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
、
自
薦
他
薦
い
ず
れ
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
１
　�

親
子
二
代
に
わ
た
る
入
学
者
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈

対
　
　
象

　

�　

親
子
二
代
（
直
系
の
親
・
子
）
が
、
現
在
の

学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
又
は
そ
の
前
身

で
あ
る
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
技
術
大
学
に

入
学
さ
れ
た
方

　

�　

た
だ
し
、
申
請
時
に
お
い
て
子
が
本
学
の
在

籍
者
で
あ
る
こ
と

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
以
下
の
事
項
を
同
窓
会
事
務
局
ま

で
、
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

①�

親
（
卒
業
生
）
の
学
生
番
号
（
ま
た
は
学

科
と
入
学
年
度
）
と
氏
名

　
　

②
子
（
在
学
生
）
の
学
生
番
号
と
氏
名

　
　

③�

親
の
連
絡
先
で
あ
る
住
所
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

郵
送
の
場
合
…

　
　
　

〒
五
一
〇
―
〇
二
九
三

　
　
　

鈴
鹿
市
岸
岡
町
一
〇
〇
一
―
一

　
　
　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
内　

　
　
　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

　
　
　
　
　
　

同
窓
会
事
務
局　

武
藤

　
　

メ
ー
ル
の
場
合
：m

ail@
sum
s-aa.com

表
　
　
彰

　

表
彰
状
の
授
与
お
よ
び
記
念
品
贈
呈

付
　
　
記

　

①�

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
毎

年
十
月
末
日
で
区
切
り
ま
す
の
で
、
十
一
月

以
降
に
ご
提
出
い
た
だ
い
た
方
は
翌
年
の

十
一
月
に
贈
呈
式
を
行
い
ま
す
。

　

②�

贈
呈
式
に
は
、
原
則
二
代
揃
っ
て
ご
出
席
い

た
だ
き
、
そ
の
場
で
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
贈
呈
式
参
加
に
か
か
る
交
通
費
は
、

親
一
名
分
を
原
則
支
給
致
し
ま
す
（
た
だ
し

上
限
十
万
円
ま
で
）。

　

③�

申
請
時
に
お
い
て
親
・
子　

共
に
ご
健
在
で

あ
る
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
同
一
申
請
人
に
よ
る
申
請
は
一
回

限
り
と
し
ま
す
。

　

④�

被
贈
呈
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

表
彰
２
　�

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
功
労
賞

（
毎
年
若
干
名
以
内
）

対
　
　
象

　

①�

現
在
の
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
又
は

そ
の
前
身
で
あ
る
学
校
法
人
鈴
鹿
医
療
科
学

技
術
大
学
の
い
ず
れ
か
を
卒
業
さ
れ
た
方

　

②�

社
会
に
貢
献
し
、
又
は
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
、

大
学
の
発
展
、
名
誉
及
び
信
用
の
向
上
に
寄

与
し
た
と
認
め
ら
れ
る
方

　
　

�【
例
：
企
業
や
病
院
の
部
・
科
長
ク
ラ
ス
以

上
、
個
人
経
営
者
、
都
道
府
県
職
能
団
体
三

役
以
上
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
学
会
・
職
能

団
体
三
役
以
上
、
ま
た
は
同
役
員
経
験
十
年

以
上
、
そ
の
他
上
記
に
準
じ
る
功
績
が
あ
り

表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
る
卒
業
生
】

　

③
同
窓
会
正
会
員
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
る
方

　

�　

①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
も
満
た
す
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
本
学
の
常
勤
教
職
員

は
除
き
ま
す
。

申
請
方
法

　

�　

自
薦
の
場
合
、
①
履
歴
書
②
推
薦
理
由
（
候

補
者
の
功
績
な
ど
表
彰
対
象
事
項
四
〇
〇
字
以

上
）
を
作
成
し
本
学
同
窓
会
事
務
局
ま
で
メ
ー

ル
ま
た
は
郵
送
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

�　

他
薦
の
場
合
、
本
学
同
窓
会
会
長
・
同
窓
会

各
支
部
長
を
推
薦
者
と
し
ま
す
。
卒
業
生
の
う

ち
か
ら
本
賞
を
受
賞
す
る
に
相
応
し
い
と
認
め

た
も
の
を
②
推
薦
理
由
を
添
付
し
、
八
月
末
日

ま
で
に
同
窓
会
常
任
理
事
会
に
推
薦
し
て
く
だ

さ
い
。

表
　
　
彰

　

表
彰
状
の
授
与
お
よ
び
記
念
品
・
賞
金

付
　
　
記

　

①�

被
贈
呈
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

　

②�

表
彰
式
と
表
彰
者
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
表
彰
式
参
加
に
か
か
る
交
通
費
は
、

原
則
支
給
致
し
ま
す
（
た
だ
し
上
限
十
万
円

ま
で
）。

　

③�

講
演
時
間
は
、
一
人
二
十
分
～
三
十
分
程
度

を
予
定
し
、
後
輩
（
在
学
生
）
に
語
り
か
け

る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
含
め
た
話
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

④�

表
彰
式
と
表
彰
者
に
よ
る
講
演
会
は
、
毎
年

十
一
月
上
旬
お
よ
び
二
月
下
旬
に
行
う
予
定

で
す
。

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
同
窓
生
や

学
科
の
つ
な
が
り
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
平
成
三
十
年
度
よ
り
、
ク
ラ
ス
会
や
ゼ
ミ
会
、

サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
な
ど
、
十
人
以
上
集
ま
る

ク
ラ
ス
会
等
を
開
催
さ
れ
た
場
合
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
卒
業
生
の
研
究
活
動
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
の
た
め
、
卒
業
後
七
年
以
内
の
方
の
学

会
発
表
や
大
学
院
進
学
に
対
す
る
助
成
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

助
成
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
以
下
を
お
読
み

い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
１
　
ク
ラ
ス
会
等
開
催
に
対
す
る
助
成

申
請
条
件

　
　

次
の
卒
業
生
の
集
ま
り
。

　

①�

学
年
、
学
部
、
専
修･

専
攻･

学
科
が
同
じ
卒

業
生
の
集
ま
り
（
ク
ラ
ス
会
な
ど
）

同窓会
事務局
より

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会

表
彰
制
度
の
ご
紹
介

同窓会
事務局
より

一
定
人
数
以
上
の
同
窓
会
開
催
を

�

同
窓
会
が
支
援
し
ま
す
！
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②�
出
身
地
ま
た
は
現
住
所
の
地
区
が
同
じ
卒
業

生
の
集
ま
り
（
地
区
会
な
ど
）

　

③�
複
数
の
卒
業
時
期
で
同
じ
ゼ
ミ
の
卒
業
生
の

集
ま
り
（
ゼ
ミ
会
な
ど
）

　

④�

在
学
時
に
同
じ
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
の
卒
業

生
の
集
ま
り
（
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）

　

⑤�

現
在
の
業
種
が
同
じ
ま
た
は
勤
務
地
が
同
じ

卒
業
生
の
集
ま
り

　
　

・
一
団
体
に
つ
き
年
一
回

　
　

・
十
名
以
上
の
参
加
が
あ
る
こ
と

　
　

�（
た
だ
し
、
同
窓
会
支
部
活
動
補
助
と
の
重
複

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

　

�　

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て

同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

送
付
先　

e-m
ail: m

ail@
sum
s-aa.com

　

①�

助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
１　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②�

同
窓
会
の
案
内
状
（
メ
ー
ル
画
面
、
ハ
ガ
キ

の
コ
ピ
ー
な
ど
）

　

③�

同
窓
会
報
告
用
紙
（
別
紙
２　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

④�

同
窓
会
の
出
席
者
名
簿（
学
生
番
号
・
氏
名
・

住
所
＊
１
）

　

⑤�

出
席
者
の
集
合
写
真
（
人
数
が
確
認
で
き
る

も
の
）

　
　

＊�

１　

会
報
郵
送
用
連
絡
先
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
。

助
成
額

　

�　

出
席
者
一
名
に
つ
き
一
、〇
〇
〇
円
。
上
限
は

二
万
円
。
人
数
は
報
告
書
に
添
付
し
て
い
た
だ

く
集
合
写
真
で
確
認
す
る
た
め
、
必
ず
出
席
者

全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
写
真
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
写
真
は
会
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
な
お

活
動
２
　
卒
業
生
の
大
学
院
進
学
へ
の
助
成

申
請
条
件

　

�　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
卒
業
生
の
う
ち
卒
業
後

七
年
以
内
で
大
学
院
に
進
学
し
、
優
れ
た
勉
学

成
果
を
期
待
で
き
る
場
合

　

�（
た
だ
し
、
過
去
に
本
助
成
を
受
け
た
り
、
卒
業

生
の
学
会
発
表
へ
の
助
成
を
受
け
た
方
は
申
請

で
き
ま
せ
ん
）

申
請
者

　

�　

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

　
　

二
年
生
以
上
の
大
学
院
生

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て

同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

送
付
先　

e-m
ail: m

ail@
sum
s-aa.com

　

　

①�

助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
３　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②�

活
動
状
況
が
わ
か
る
本
人
が
写
っ
て
い
る
写

真
一
枚

助
成
額

　
　

二
万
円
／
件

付
　
　
記

　

�　

申
請
受
付
は
毎
年
五
月
一
日
～
五
月
末
日
ま

で
と
し
ま
す
。

　

�　

被
助
成
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

　

�　

募
集
人
数
は
原
則
五
名
以
内
と
し
ま
す
。

　

�　

助
成
金
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
内
で
開
催
す
る

授
与
式
に
お
い
て
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
千
代

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

�　

次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

　

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
）。

付
　
　
記

　

�　

助
成
金
の
申
請
限
度
は
一
年
度
内
に
一
回
と

し
ま
す
。

　

�　

申
請
は
同
窓
会
が
行
わ
れ
て
か
ら
六
ヶ
月
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
、
申
請
し
て
も
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

同
窓
会
助
成
は
先
着
順
と
し
、
年
額
予
算
内

で
助
成
を
行
う
た
め
、
申
請
合
計
金
額
が
年
額

予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、
当
該
年
度
の
助

成
を
打
ち
切
り
ま
す
。

　

�　

次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

　

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
同
窓
会
で
は
、
卒
業
生
の

研
究
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た
め
、
卒
業
後
七

年
以
内
の
方
の
学
会
発
表
や
大
学
院
進
学
に
対
す

る
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
１
　
卒
業
生
の
学
会
参
加
へ
の
助
成

申
請
条
件

　

�　

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
卒
業
生
の
う
ち
卒
業
後

七
年
以
内
で
、
全
国
学
会
も
し
く
は
国
際
学
会

レ
ベ
ル
で
の
学
会
発
表
を
行
っ
た
場
合

　

�（
た
だ
し
、
過
去
に
本
助
成
を
受
け
た
り
、
卒
業

生
の
大
学
院
進
学
へ
の
助
成
を
受
け
た
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
）

申 

請 

者

　

�　

本
会
正
会
員
（
会
費
が
完
納
さ
れ
て
い
る
こ

と
）

申
請
方
法

　

�　

申
請
に
は
代
表
者
が
以
下
の
も
の
を
揃
え
て

同
窓
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

送
付
先　

e-m
ail: m

ail@
sum
s-aa.com

　

　

①�

助
成
金
申
請
用
紙
（
別
紙
３　

同
窓
会
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

　

②�

活
動
状
況
が
わ
か
る
本
人
が
写
っ
て
い
る
写

真
一
枚

助
成
額

　

�　

国
内
全
国
学
会
・
国
際
学
会
発
表
の
場
合

一
万
円
／
件

付
　
　
記

　

�　

申
請
受
付
は
随
時
行
い
ま
す
が
、
年
二
回（
七

月
末
、
三
月
末
）
締
め
切
り
ま
す
。

　

�　

被
助
成
者
の
決
定
は
、
申
請
に
基
づ
き
常
任

理
事
会
が
行
い
ま
す
。

　

�　

年
額
予
算
内
で
助
成
を
行
う
た
め
、
申
請
合

計
金
額
が
年
額
予
算
の
上
限
に
達
し
た
場
合
、

当
該
年
度
の
助
成
を
打
ち
切
り
ま
す
。

　

�　

助
成
金
は
、
毎
年
十
一
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
内
で
開
催
す
る

授
与
式
に
お
い
て
、
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学
千
代

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
お
渡
し
し
ま
す
。

　

�　

次
の
場
合
、
申
請
が
あ
っ
て
も
助
成
を
取
り

消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

①
申
請
書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合

　

②
不
正
な
申
請
が
あ
っ
た
場
合

同窓会
事務局
より

卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
、

�

同
窓
会
が
支
援
し
ま
す
！



鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

同
窓
会
  会
報

vol.24
2023.10.01

発
行

／
鈴

鹿
医

療
科

学
大

学
同

窓
会

 事
務

局
〒

510-0293 三
重

県
鈴

鹿
市

岸
岡

町
1001-1 鈴

鹿
医

療
科

学
大

学
内

FA
X：

059-383-9666　
　

E
-m

ail：
m

ail@
sum

s-aa.com
W

E
B：

http:w
w

w
.sum

s-aa.com
/　

　
印

刷
／

伊
藤

印
刷

株
式

会
社

新型コロナウイルス感染拡大による日常生活の制約から元に戻りつつありますが、未だ医療に従事さ
れている多くの卒業生の皆様には引き続き様々な立場から日本の医療を支えて頂いていることを日々
感じ敬意を表します。母校では10学科14専攻の医療従事者を目指す学生たちも、コロナ禍を乗り越
え日々学びを進めています。同窓会としては個々の卒業学科だけでなく、様々な職種を目指し学ぶ全
学の後輩たちへのサポート活動を様々な角度から進めていきたいと思います。今後もご支援のほどよ
ろしくお願いします。

編集
後記

同窓会事務局からのお知らせ

同窓会会報の原稿を募集します

本会報は母校卒業後も学校・同窓生を結び、会
員皆様に親しまれる会報誌として編集･発行されて
参りました。今後も内容を充実させ同窓皆様の交
流を支援する会報誌を目指して参りますので、広
くご寄稿をお願い申し上げます。
ご寄稿を頂きました方にはささやかですがお礼
をさせて頂きます。
１．ご寄稿記事内容 
①母校、同窓会、同期会に関わる思い出
②�同窓生のお店（開業されているかたのお店紹
介や、勤務先施設の紹介についてなど）
③学会、研究会、クラス会案内
④その他同窓会から募集するテーマ

２．原　稿
①のみ300～600字程度。②③④は300字程
度。寄稿者本人写真及び関連写真やイラストを
ご提供願います。 

３．送付先と締め切り 
同窓会事務局までメールまたは郵送してくだ
さい。次号のご寄稿締め切りは、2024年7月末
日になります。（発行は毎年10月1日予定）

支部同窓会を結成しませんか？

本会では、理事会の議を経て、学科別および地
域別に支部を結成することができます。2023年8
月現在、5支部（放射線技術科学科、医療栄養学科
（管理栄養学専攻）、医療福祉学科（医療福祉学専
攻）、鍼灸サイエンス学科、薬学科）が結成されて
います。本会支部として活動される場合、支部で
開催される卒業生交流支援活動に対して、規定に
より補助が行われます。支部活動報告は、同窓会
会報他で行っていただきます。まだ学科支部が結
成されていない学科の卒業生皆様、卒業生の交流
や後輩在学生への支援活動として支部同窓会を結
成しませんか？支部結成を希望される場合は、同
窓会事務局までメールmail@sums-aa.comでお知
らせください。

転居時はご連絡を

住所が正しく登録されていない方には、同窓会
会報や各種ご案内がお届けできません。
住所等を変更される場合や改姓改名された方は、
同窓会ホームページ（http://www.sums-aa.com/
index.html）から変更登録ができます。また、QR
コードからも登録情報変更ページにアクセスでき
ます。

同窓会名簿の頒布について

2005年4月から個人情報保護法が完全施行され
たことに伴い、本会では同窓会名簿を頒布しない
こととさせていただいております。
各種同窓会の開催連絡は、同窓会会報やHPをご
利用いただけます。その他ご友人に連絡を取りた
い場合につきましては、ご本人からの許可がない
限り、直接、情報を開示することはできませんが、
同窓会事務局から先方にその旨をお伝えいたしま
す。

悪徳業者にご注意を

鈴鹿医療科学大学同窓会事務局からの「住所調
査や名簿発行」と名乗り、電話で住所や勤務先な
どの個人情報を調べる業者がいます。本会では電
話での住所調査等は行っておりません。ご注意く
ださい。
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